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第１編 水道工事施工要領 

１．水道工事施工要領総説 

この水道工事施工要領は、配水管布設工事標準仕様書1-4-2（施工管理）に規定する施工管理

について、その基準を定めるものである。 

 

(1) 目的 

本要領は、請負工事による水道工事の施工管理の方法について定め、契約図書に定められた

工期、工事目的物の出来形及び品質規格等の確保を図ることを目的とする。 

 

(2) 適用範囲 

ア 本要領は、南魚沼市水道課発注の水道工事（年間単価契約工事はその一部を準用する。） 

に適用する。（本要領については日本水道協会「水道工事標準仕様書」を用いる。） 

ただし、請負工事の種類・規模・施工条件等により、この基準によりがたい場合は、監

督員の承諾を得て他の方法によることができる。 

イ 道路復旧等の施工管理は、新潟県土木工事標準仕様書に定める基準によること。 

 

(3) 構成 

 

施 工 管 理 

(工事写真を含む) 

 

 

(4) 管理の実施 

ア 受注者は、施工に先立ち、施工管理計画及び施工管理担当者を定めなければならない。 

イ 施工管理担当者は当該工事の施工内容を把握し、適切な施工管理を行わなければならない。 

ウ 受注者は、測定（試験）等を、工事の施工と並行して、管理の目的が達せられるように実

施しなければならない。 

エ 受注者は、測定（試験）等の結果をその都度、遂次管理図表に記録し、適切な管理のもと

に保管し、監督員が求めた場合は速やかに提示しなければならない。 

また、当該記録については工事履行時に提出しなければならない。 

オ 受注者は、工事写真を施工管理の手段として、各工事の施工段階及び工事完成後明視でき

ない箇所の施工状況・出来形寸法・品質管理状況・工事中の災害写真等を別途｢Ⅱ．工事

写真撮影要領｣により撮影し、適切な管理のもとに保管し、監督員の請求に対し直ちに提

示することができるようにしておかなければならない。また、当該写真については履行時

に提出しなければならない。 

 

(5) 工程管理 

受注者は、工程管理を、工事内容に応じネットワーク(パート)方式又は、バーチャート方式

等により作成した実施工程表により管理するものとする。 

なお、工程管理については、(9)の是正措置のほかは特別に管理基準を定めない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工 程 管 理 

出来形管理 

品 質 管 理 

安 全 管 理 
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(6) 出来形管理 

受注者は、出来形を本要領「２．出来形管理基準」に基づき管理し、設計値と実測値を対比

して記録した出来形図又は、出来形管理図表を作成するものとする。 

また、施工後の維持管理に必要な竣工図を作成し、提出するものとする。 

  ※出来形図には設計値と実測値(朱書き)を図示し、竣工図には実測値で図示し、測点管理を

行った箇所の横断図を作成し埋設位置を明示する。 

  ※提出図面の表題欄については以下の記載例に従うこと。 

 
 

(7) 品質管理 

受注者は、品質を本要領「３．品質管理基準」に基づき管理し、品質管理図表等を作成する

ものとする。 

 

(8) 規格値 

受注者は、出来形管理基準及び品質管理基準により測定した各実測（試験・検査・計測）値

について、すべて規格値を満足させなければならない。 

 

(9) 是正措置 

ア 工程管理 

受注者は、全体及び重要な工種の工程に遅れを生じたときは直ちに原因を究明し、改善策

を立案して、監督員と協議すること。 

イ 出来形及び品質管理 

ａ 受注者は、測定（試験）値が設計（規格）値に対し偏向を示し、バラツキが大きい場合

は、直ちに原因を究明し、改善を図ること。 

ｂ 受注者は、測定（試験）値が規格値を外れた場合には、直ちに原因を究明し、改善策を

たて、監督員に報告の上、その指示を受けること。 

 

(10) 合格判定 

出来形及び品質の合格判定は、出来形管理基準及び品質管理基準に基づき、次により行う

ものとする。 

ア 出来形 

測定項目及び測定基準により実測し、すべて規格値の範囲内であること。 

イ 品 質 

施工後の試験結果は、品質規格を満足していること。 
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２．出来形管理基準 

(1) 出来形管理基準適用の留意点 

ア この出来形管理基準は、検査に必要な最小限の基準であり、各工事においては原則として、

起・終点及び各測点(任意)ごとの測点管理を行い、その内から各工種の測定基準により出

来形管理図表等を作成すること。 

イ 延長で管理するもののうち施工延長が40ｍ以下のものについては、１施工単位当り２箇所

（起・終点）を測定すること。 

ウ 管理位置については、あらかじめ施工計画書に記載、又は図示すること。 

エ 道路復旧及び本要領に定めのないものについては、新潟県土木工事標準仕様書に定める出

来形管理基準を満たすこと。 

 

(2) 各工種及び測定項目等 

受注者は、出来形管理について、施工に先立ち、測定項目、規格値、測定方法、設計数量と

の整合性、監督員の確認方法（立会い、机上）について監督員に確認し、適切な管理を行な

わなければならない。 
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出 来 形 管 理 基 準 
 

測定対象 規格値 

（mm） 
測定箇所 摘要 

工種 測定項目 

配 

水 

管 

布 

設 

工 

土被り（h1） ±30 

延長40m 毎に１箇所。 

また変化点は全て測定する（切り回し

部は除く）。 

延長40m 以下の場合は起・終点。 

ただし、監督員との協議により変更す

ることができる。 

 

平面位置（S2） 
関連工事：実測値 

単独工事：±50 

延長40m 毎に１箇所、基準点から管心

間の距離を測定する。また変化点は全

て測定する（切り回し部は除く）。 

延長40m 以下の場合は起・終点。 

ただし、監督員との協議により変更す

ることができる。 

ｵﾌｾｯﾄ（S1） 

実測値 

（可視部は完成

図との差±50） 

維持管理上重要なポイントを固定点

から３点測定し図示する。 

測定箇所は監督員との協議により決

定する。 

※給水管は、ｻﾄﾞﾙ分水栓、第１（甲）

止水栓、量水器。 

※固定点例 ﾏﾝﾎｰﾙ蓋の芯、電柱の面 

※図示方法はｵﾌｾｯﾄ図示例を参照 

   

土 
 
 

工 

掘 削 工 
幅 -50 

 

延長40m 毎に１箇所。 

延長40m 以下の場合は起点・終点を測

定する。 

ただし、監督員との協議により変更す

ることができる。 

 

 

表層工のｺｱ採取は、1,000m2に1箇所と

するが、1工事最低３個を原則とする。 

施工規模に応じて監督員と協議し変

更することができる。 

 

高さ-50 土工断面図 

基 礎 工 
幅（b）-50 

 

厚さ（t）-30 

埋戻し工 高さ±50/全層 

舗
装
復
旧
工 

下層路盤工 厚さ-45  

上層路盤工 厚さ-30  

表 層 工 厚さ- 9  

覆類擦り付け 段差0～－10 
道路に対し横断方向で、舗装高と弁筐

等蓋ｾﾝﾀｰ間の距離を全箇所測定。 
仕切弁筐、空気弁筐、減圧弁筐など 

管

防

護

工 

コンクリート断面 

(A,B,C,L,H) 

幅 －30 

厚さ－20 

実施箇所毎に測定する。 

既設埋設物等の関係で標準防護がで

きない場合は監督員との協議による。 

 

管下高( h ) ±50 
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３ 品質管理基準 

(1) 品質管理基準適用の留意点 

ア この品質管理基準は、水道工事に使用する材料の品質と現場での施工に対する試験(測定)

種目と、その管理基準を定めたものであり、受注者は各工種の試験(測定)基準により、品

質管理表及び合格判定表等を作成することとする。 

イ 区分における必須とは： 各工種の試験種目の中で施工に際し、必ず試験(測定)を実施す

る項目であり品質管理資料を作成する項目とする。 

ウ 区分におけるその他とは： 必須に次ぐ試験項目で、必要に応じて特記仕様書又は監督員

が指示した場合に品質管理資料を作成する項目とする。 

エ 道路復旧及び本要領に定めのないものについては、新潟県土木工事標準仕様書に定める品

質管理基準を満たすこと。 

オ 段階確認については、40ｍに一箇所を基準とし 40ｍ以下の場合においては、中間点とす

る。なお、提出書類として、布設状況写真（全景）・施工状況写真（代表一箇所）・チェッ

クシートとする。ただし、40ｍ以上においても監督員との協議において定めることができ

る。 

   カ 路床工、路盤工の密度試験の回数については監督員との協議により変更することができる。 

 

(2) 各工種及び試験(測定)項目等 

受注者は、品質管理に当っては、監督員が現地において立会い又は確認する工種及び試験(測

定)項目、頻度等について施工前に協議すること。   
品 質 管 理 基 準 

 
工 

種 

種 

別 

区 

分 

試験(測定)項目 
管  理  基  準 

摘  要 
試験方法 試験(測定)の基準 品  質  規  格 

ア 
 

使 

用 

材 

料 

鋳
鉄
管
・
鋼
管 

必 

須 

水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 

（直管） 

 

受検証明書等 

による確認 

 

日本水道協会 

による検査 

JWWA G 113 

内面塗装 ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体塗装 

JWWA G 112による 

 

日本水道協会

検査証明証 

水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 

JWWA G 114 

内面塗装 ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体塗装 

JWWA G 112による 

水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管用 

接合部品 
JWWA G 113,114付属書，芯出ｺﾞﾑ輪 

水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管用 

特殊押輪 
設計図書で指定したもの 

水道用塗覆装鋼管 

JIS G 3443,JWWA G 117内面塗装液

状ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗装方法JWWA K135, 

JWWA A 109 

水道用鋼管ﾓﾙﾀﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ外面塗装設

計図書で指定したもの 

水道用塗覆装鋼管 

（異形管） 

JIS G 3451,JWWA G 118 

内面塗装液状ｴﾎﾟｷｼ樹脂塗装方法

JWWA K 135,JWWA A 109 

水道用鋼管ﾓﾙﾀﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ外面塗装 

設計図書で指定したもの 

水道用ｽﾃﾝﾚｽ鋼管 JIS G 3459,JWWA G 115,116 

水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ 

ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 

JWWA K 116外面塗装 

設計図書で指定したもの 

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体 

ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 

JWWA K 132 

外面塗装設計図書で指定したもの 
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品 質 管 理 基 準 
 

工 

種 

種 

別 

区 

分 

試験(測定)項目 
管  理  基  準 

摘  要 
試験方法 試験(測定)の基準 品  質  規  格 

ア 
 

使 

用 

材 

料 

塩
ビ
管
・
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
・
仕
切
弁
・
そ
の
他 

必 

須 

水道用ｺﾞﾑ輪形 

耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 

 

受検証明書等 

による確認 

 

日本水道協会 

による検査 

JWWA K 129（直管），JWWA K 130（継手） 

JIS K 6742（ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ） 

 

日本水道協会

検査証明証  

 

配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ

ﾊﾟｲﾌﾟｼｽﾃﾑ協会

規格 

水道用ｺﾞﾑ輪形 

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管 

JWWA K 127（直管），JWWA K 128（継手） 

JIS K 6742（ﾌﾟﾚｰﾝｴﾝﾄﾞ） 

水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管用 

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄異形管 

日本水道協会検査適合品 

JWWA G 114，K 131（準拠） 

内外面ｴﾎﾟｷｼ樹脂粉体塗装 

JWWA G 112，K 139（準拠） 

水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 
JWWA K 144（直管）・JWWA K 145（継

手）・PTC（K03 K13 G32 B22） 

水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 

（給水用） 

JIS K 6762（1種二層管） 

JIS K 6763，JWWA B 116（PE継手） 

水道用架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 

E種2層 
JIS K 6787 

水道用ﾎﾟﾘﾌﾞﾃﾞﾝ管 JIS K 6792 

不断水割Ｔ字管 設計図書で指定したもの 

水道用仕切弁 

JWWA B 122、JWWA G 113（準拠） 

Ｋ形、ﾌﾗﾝｼﾞ形Oﾘﾝｸﾞ入り 

外面塗装 合成樹脂塗料JWWA K 139 

丸ﾊﾝﾄﾞﾙ付弁、ｽｶｯﾄﾊﾞﾙﾌﾞも同様 

水道用ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁 

JWWA B 120、浅埋対応、2種、右開き 

Ｋ形、ﾌﾗﾝｼﾞ形Oﾘﾝｸﾞ入り 外面塗装、

水道用ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管合成樹脂塗料

JWWA K 139（準拠） 

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管、配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管用

受挿し付ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁は上記に準

じて設計図書で指定したもの 

水道用ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁 

JWWA B 138 立型 

外面塗装ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管合成樹脂塗

料JWWA K 139、JWWA B 138（準拠） 

立型（副弁内臓式） 

外面塗装ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管合成樹脂塗

料JWWA K 139 

小型仕切弁鉄蓋 

大型仕切弁鉄蓋 
設計図書で指定したもの 

  

※上記表以外の使用材料（給水材料等）についても、JIS及びJWWA規格を満たすものとする。 

また、JISおよびJWWA規格品でない材料については、その規格と同等以上の性能を有するものとし、試験成績表等

を品質管理資料とする。 
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品 質 管 理 基 準 
 

工 

種 

種 

別 

区 

分 

試験(測定) 

項目 

管  理  基  準 
摘  要 

試験方法 試験(測定)箇所 品  質  規  格 

イ 
 

配 

管 

工 

接 

合 

工
（
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
） 

必 

須 

 

ﾎﾞﾙﾄの締

付けﾄﾙｸ等 

 

ﾄﾙｸ 

確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ｹﾞｰｼﾞ 

確認 

 

全継手箇所 

 

Ｋ形継手 

管径（mm） ﾄﾙｸ(N･m) ﾎﾞﾙﾄの呼び 

75 60 M16 

100～600 100 M20 

700～800 140 M24 

900～2600 200 M30 
 

 

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 

K形継手ﾁｪｯｸｼｰ

ﾄを提出する。 

 

ﾌﾗﾝｼﾞ継手 

(1) ＲＦ形（大平面座形）（Ｋ形管路） 

管径（mm） ﾄﾙｸ(N･m) ﾎﾞﾙﾄの呼び 

75～200 60 M16 

250・300 90 M20 

350・400 120 M22 

450～600 260 M24 

呼び径700以上については監督員と協議すること。 

 

(2) Ｇ形（溝形）ﾒﾀﾙﾀｯﾁの場合（ＧＸ・ＮＳ管路） 

ﾌﾗﾝｼﾞ面間に1.0㎜厚の隙間ｹﾞｰｼﾞが入らないこと。 

管径（mm） ﾄﾙｸ(N･m) ﾎﾞﾙﾄの呼び 

75～200 60 M16 
 

 

 

R形ﾌﾗﾝｼﾞ継手 

ﾁｪｯｸｼｰﾄを提出

する。 

 

 

 

 

 
 

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 

G形ﾌﾗﾝｼﾞ継手 

ﾁｪｯｸｼｰﾄ（ﾒﾀﾙﾀｯ

ﾁの場合）を提

出する。 

 

ｺﾞﾑ輪の出

入り状態 

 

目視 
 

全継手箇所 
 

Ｋ形継手φ75～、ＮＳ形異形管継手φ300～450 

別紙Ⅲ提出書類要領のﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管継手ﾁｪｯｸｼｰﾄに示

す同一円周上にＡ,ＣまたはＡ,Ｂ,Ｃが同時に存在し

ないこと。 

 

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 

K形、又はNS形

異形管（φ300

～450)継手ﾁｪｯ

ｸｼｰﾄを提出す

る。 

 

受口端面～

白線の間隔 

(間隔(A)) 

 

実測 
 

全継手箇所 

 

Ｋ形ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管  

受口端面～2本目の白線までの間隔（単位：㎜） 

管  径 許容胴付間隔 

75～250 95 

300～700 107 

呼び径800以上については監督員と協議すること。 

 

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 

K形継手ﾁｪｯｸｼｰ

ﾄを提出する。 

 

受口端面～

ｺﾞﾑ輪間隔

（ｺﾞﾑ輪の

位置と標準

胴付間隔） 

 

 

 

目視 

 

 

 

 

ｹﾞｰｼﾞ 

確認 

 

全継手箇所 

 

ＮＳ形継手φ75～450、ＮＳ形異形管φ75～250 

1．薄板ｹﾞｰｼﾞを差し込み、接合後の入り込み量（受口

端面～ｺﾞﾑ輪間隔）が全周にわたり接合前の（受口端

面～ｺﾞﾑ輪最頂部の）最大寸法以下であること。 

2.接合直後に、ﾏｰｷﾝｸﾞ（白線）位置が全周にわたり 

受口端面の位置にあること。 

3.異形管受口継手部は上記に加えてｾｯﾄﾎﾞﾙﾄ締め付け

後に屈曲防止ﾘﾝｸﾞと挿し口外面の間に薄板ｹﾞｰｼﾞが入

らないこと。 

 

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 

NS形継手ﾁｪｯｸｼ

ｰﾄを提出する。 

ﾗｲﾅ使用、継輪 

切管は各ﾁｪｯｸｼ 

ｰﾄを用いる。 
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品 質 管 理 基 準 
 

 

 

 

 

 

 

工 

種 

種 

別 

区 

分 

試験(測定) 

項目 

管  理  基  準 
摘  要 

試験方法 試験(測定)箇所 品  質  規  格 

イ 
 

配 

管 

工 

接 

合 

工
（
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
） 

必 

須 

 

受口端面～

ｺﾞﾑ輪間隔

（ｺﾞﾑ輪の

位置と標準

胴付間隔） 

 

 

 

 

実測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

目視 

 

 

ｹﾞｰｼﾞ 

確認 

 

全継手箇所 
 

ＧＸ形継手φ75～250 

直管の接合 

１．専用ﾁｪｯｸｹﾞｰｼﾞの厚さ2㎜側を差し込み、入り込み

量（受口端面～ｺﾞﾑ輪間隔）が全周にわたり合格範囲

であること。 

ﾁｪｯｸｹﾞｰｼﾞ入り込み量の合格範囲 

呼び径 直管（㎜） P-Link（㎜） 

75 8～18 54～63 

100 8～18 57～66 

150 11～21 57～66 

200 11～21 63～72 

250 11～21 63～72 

 

2. 接合直後に、ﾏｰｷﾝｸﾞ（白線）位置が全周にわたり 

受口端面の位置にあること。 

 

 

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 

GX形継手ﾁｪｯｸｼ

ｰﾄ（直管・P- 

Link）を提出す

る。 

 

異形管部、継ぎ輪の接合 

･異形管受口継手部はＴ頭ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ締め付け後に受口

端面と押輪（またはG-Link）の施工管理用突部との間

に厚さ0.5㎜の薄板ｹﾞｰｼﾞが入らないこと。 

 

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 

GX形継手ﾁｪｯｸｼ

ｰﾄ（異形管・G- 

Link又は継輪）

を提出する。 

そ 

の 

他 

 

許容曲げ

角度 

 

実測 
 

監督員の指示 

による 

 

Ｋ形継手 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管許容曲げ角度と偏位 

管 径 許容 

曲げ角度 

管1本当り

延長 

許容偏位 

(管1本当り) 

75 5°00′ 4m 0.35m 

100 5°00′ 4m 0.35m 

150 5°00′ 5m 0.44m 

200 5°00′ 5m 0.44m 

250 4°00′ 5m 0.36m 

300 5°00′ 6m 0.52m 
 

ＧＸ、ＮＳ形継手 ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管許容曲げ角度と偏位 

管 径 許容 

曲げ角度 

管1本当り

延長 

許容偏位 

(管1本当り) 

75 4°00′ 4m 0.28m 

100 4°00′ 4m 0.28m 

150 4°00′ 5m 0.35m 

200 4°00′ 5m 0.35m 

250 4°00′ 5m 0.35m 

※300 3°00′ 6m 0.31m 

※ＧＸ形は管径250まで 
 

標準的な許容値であり、曲げ配管を行った場合でも 

その他の品質管理項目をすべて満たしていなければ

ならない。 

 

直管部での曲

げ配管は原則

避けること。 

やむを得ない

場合には監督

員と協議する

こと。 



- 10 - 

品 質 管 理 基 準 
 

工 

種 

種 

別 

区 

分 

試験(測定) 

項目 

管  理  基  準 
摘  要 

試験方法 試験(測定)箇所 品  質  規  格 

イ 
 

配 

管 

工 

接 

合 

工
（
配
水
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
） 

必 

須 

融着接合 

（EF接合） 

目視 

 

全融着箇所 

 

インジケータが左右とも継手表面より隆起している

こと。（ｿｹｯﾄ、ｻﾄﾞﾙ付分水栓） 

EF接合ﾁｪｯｸｼｰﾄ

を提出する。 

 

ﾎﾞﾙﾄの締

付けﾄﾙｸ等 

（HPPE） 

 

ﾄﾙｸ 

確認 

 

 

 

 

 

 
 

目視 

 

全継手箇所 

 

１ ﾌﾗﾝｼﾞ継手（配水ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管用Ｇ形） 

管径（mm） ﾄﾙｸ(N･m) ﾎﾞﾙﾄの呼び 

50 60 M16×4本 

75 60 M16×4本 

100 60 M16×4本 

150 60 M16×6本 
 

 

配水ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

G形ﾌﾗﾝｼﾞ継手 

ﾁｪｯｸｼｰﾄを提出

する。 

 

２ 離脱防止一体型継手（ﾒｶ型） 

ｽｯﾎﾟﾝｼﾞｮｲﾝﾄの場合 

・ｽﾄｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ→先端があたっていること。 

・押輪→押ﾘﾝｸﾞが本体にあたっていること。 

・挿入量→標線とｽﾄｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ端面とのｽﾞﾚ≦10㎜ 
 
参考締付ﾄﾙｸ(N･m) 

管径（mm） ｽﾄｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ 押輪 

50 30～40 30～40 

75 30～40 40～70 

100 50～60 60～80 

150 120～130 80～130 
 

 

配水ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 

ﾒｶ型継手ﾁｪｯｸｼ

ｰﾄを提出する。 
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品 質 管 理 基 準 
 

工 

種 

種 

別 

区 

分 

試験(測定) 

項目 

管  理  基  準 
摘  要 

試験方法 試験(測定)箇所 品  質  規  格 

イ 
 

配 

管 

工 

接 

合 

工
（
塩 

ビ 

管
） 

必 

須 

 

ﾎﾞﾙﾄの締

付けﾄﾙｸ等 

HIVP(VP) 

 

ﾄﾙｸ 

確認 

 

 

 

 

 

 

 
目視 

 

 

 

 

 

目視 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ﾄﾙｸ 

確認 

 

全継手箇所 

 

１ ゴム輪型離脱防止金具（V型）の場合 

 

標準締付ﾄﾙｸ 

管径（mm） 押輪ﾄﾙｸ(N･m) ﾎﾞﾙﾄの呼び 

50 50 M12 

75 50 M12 

100 60 M12 

150 60 M16 

 

・適正ﾄﾙｸで締付け後、離脱防止の伸縮可とう量が 

10㎜（許容値±2㎜）確保されていること。 

 

 

塩ビ用離脱防

止継手ﾁｪｯｸｼｰﾄ

を提出する。 

 

２ 離脱防止一体型継手（ﾒｶ型）ｽｯﾎﾟﾝｼﾞｮｲﾝﾄの場合 

 

・ｽﾄｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ→先端があたっていること。 
・押輪→適正ﾄﾙｸで締付け後、離脱防止つめが中央 

にきていること。 
 

標準押輪締付ﾄﾙｸ 

管径（mm） 押輪ﾄﾙｸ(N･m) 

50 40～60 

75 40～60 

100 40～60 

150 40～60 
 

 

塩ビ用ﾒｶ型 

継手ﾁｪｯｸｼｰﾄを

提出する。 

 

３ ﾌﾗﾝｼﾞ継手 

(1) Ｒ形（大平面座形） 

管径（mm） ﾄﾙｸ(N･m) ﾎﾞﾙﾄの呼び 

75～150 60 M16 
 

 

R形ﾌﾗﾝｼﾞ継手 

ﾁｪｯｸｼｰﾄを提出

する。 

ウ 

水 

圧 

試 

験 

工 

加
圧
放
置
試
験 

必 

須 

※1 

 

水圧保持 

 

加圧 

放置 

 

全布設延長 

※配水管は 

仕切弁まで、 

給水管は甲･丙 

止水栓まで。 

ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管、塩ビ管は、水圧0.75MPaを1時間経過後、

水圧0.70MPaを下回らないこと。 

又は水圧0.98MPaを0.5時間経過後、水圧0.90MPaを下

回らないこと。 

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管（HPPE、PP）の場合は、水圧0.75MPaで5分

経過後、減圧し水圧0.50Mpaで1時間経過後、水圧

0.40MPaを下回らないこと。なお、水圧0.40MPaを下回

った場合は、そのままの状態で24時間経過後、水圧

0.30MPa以上で合格とする。 

 

気密試験を行う場合 

全管種 気圧0.30MPaを1時間経過後を0.25MPaを下回

らないこと。 

 

 

水圧・気密試験結

果表に水圧ﾁｬｰﾄ

紙を添付して提

出する。 

 

 

※1水圧試験を

行えない場合

は、監督員と協

議を行うこと。 

※（重要）各種継手ﾁｪｯｸｼｰﾄは接合の品質管理を行う資料である。記入は接合作業の都度行うこと。 


